
8月20日に青少年交換留学生
のJUNIさんが、成田に到着し
迎えにいきました。

8日16：00よりフレンディアにて開催されました。
岡村睦美ガバナーエレクトより国際協議会の報告や
地区運営方針についての話がありました。

●報告

●第 3 回清掃活動

●委嘱状
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事業所：㈱三ツ矢
住　所：川口市西川口 6-7-31
ＴＥＬ：048-255-2250
ＦＡＸ：048-255-2368
役職名：取締役営業部長

西堀　裕久
にしぼり        ひろひさ

米山記念奨学会より感謝状が届きました。

米山記念奨学会より、米山記念奨学生カウンセラーの
朝日恵子会員へ委嘱状が届きました。

●職業奉仕･青少年奉仕合同事業｢キャリア教育出張授業」開催

●感謝状

8月1日9：00より、武南中学校にてキャリア教育出張授業を開催しました。色々な職種の会員が自分の職業につ
いて説明し、出席した中学生とディスカッションしました。

1日9：00より錫杖寺より川口駅東口を清掃活動しました。

4月23日千代田C.Cにて、ゴルフ部がコンペを開催しました。

“新章” 始動 ～オール川口で進む新たな未来を目指して～

請川かおり幹事へベネファクター認証状が届きました。

米山記念奨学会より表彰されました。

ベネファクター認証状ベネファクター認証状

　会長挨拶をさせていただきます。
　再来週はポリオデーでのゴミ拾い例会です。ゴミ拾いには、３つの目的があるとされています。
　1つめは「ゴミを拾ってその場所を綺麗にすること」、2つめは「ゴミを捨てないという啓発活動
につながること」、３つめは「ゴミが海へ流出するのを防ぐこと」です。
　まず、ゴミを拾うとその後、その場所は綺麗になり、公衆衛生が保たれます。環境犯罪学の理論
の中に「割れ窓理論」というものがありますが、これは、建物の窓が壊れているのを放置すると、そ
れが、誰もその建物に関心がない、というサインになり、さらに割られる窓ガラスが増えていく、犯
罪を起こしやすい環境を誘発する、というものです。地域がゴミで汚れたままだと、住民のモラル
が低下して、地域の振興や安全確保に協力が得られなくなり、さらなる環境の悪化につながって
いくのです。誰かの捨てた一つのゴミが次のゴミを呼んでしまう、しかし、逆に言えば、ゴミがない
綺麗な場所にゴミをポイ捨てするのは心理的な抵抗が強いため、ゴミを捨てない、という啓発活
動につながるのです。綺麗な環境が犯罪の抑制につながる事は、シンガポールの犯罪率が日本
よりも低く、治安の良さが世界トップクラスである事にも実証されています。シンガポールは、街を
きれいに保つためにチューインガムの製造・販売・持ち込みが禁止されています。もし日本から
うっかり持ち込んだら、最大１万シンガポールドル、１００万円以上の罰金刑になってしまいます。
また、シンガポールはポイ捨てにも厳しいです。キャンディの包み紙でも３００シンガポールドルの
罰金、ドリンクの缶のポイ捨てには、初犯で２０００シンガポールドル、再犯だと１万シンガポールド
ルの罰金が科せられます。さらに、罰金に加えて、あえて公共の目立つ街中で目立つ蛍光色のベ
ストを着て清掃活動をさせられるのです。これは、ポイ捨てにかなり抑止効果があるそうです。ポ
イ捨ての少ない国には犯罪も少ない、シンガポールはまさに割れ窓理論を実践している国です。
　さて、日本でのポイ捨てで一番多いのはたばこの吸殻だそうです。たしかに、清掃活動をする
と、たばこの吸い殻の多さに驚かされます。ポイ捨てされたたばこの吸い殻は軽くて小さいため、
雨水で流されたり風で吹き寄せられるなどして、排水溝のスリットから下水へ流れ込み、河川を
汚し、やがて海をも汚します。またフィルター部分はそのままの形で環境中に存在し続け、その毒
性は魚などの動物にも影響を与えるとのことです。たばこの吸い殻のみならず、海洋ゴミの約８
割は陸から流されてきたものであり、年間６万トンにも上るそうです。海は世界とつながっていま
す。海を汚さないことは世界平和につながります。
　ぜひ再来週、みんなでゴミ拾いをしましょう。今、お話しさせていただいた３つの目的に加えて、
みんなで同じポリオTシャツを着て活動することは、ポリオ撲滅のキャンペーンにもなりますし、
ロータリークラブの広報活動や会員増強にもつながります。
　再来週のご参加をどうぞよろしくお願いいたします。

米山記念奨学生のキョウ･ヒョウさんへ奨学金を
支給しました。

奨学金支給

10月7日に、ゴルフ同好会がプレ
ステージカントリークラブにて
コンペを開催しました。

●ゴルフ同好会

会 長 挨 拶
会 長　請川 かおり

●入会式

●表彰

本日分
会員数
会場参加
Make-Up
出席率

 10月31日
　    94名
　    40名
        22名
   72.09%

出席報告

幹事報告をご覧ください。
●10月17日は、休会です。
●10月24日の例会は清掃活動例会です。
31日は木曽路にて夜間例会になります。
●11月7日14：00より増幸にて茶道同好
会があります。
●10月21日地区大会記念チャリティゴル
フ大会があります。

1.健康状態　　評価 (5)
　日本に帰ってきました。とても暑いです。なにより暑いです。10度以上の差があるので本当に倒れそうです。ゆっくり体を慣らしてい
きたいと思います。6月の体調は特に問題はありませんでした。しかし日によって気温にばらつきがあり、朝は暑くても夕方は凄く寒い
時や、朝が寒くて夕方に暑くなる時など、洋服を決める時に凄く困ります。その為、何度かお腹を壊したり、鼻水が止まらないことなどの
症状はありましたが、それほど重くはならなかったため、元気に過ごすことが出来ました。
2.学校の状況　　評価 (5)
　学校は6月14日に終了しました。スウェーデンの学校は終業が早く、日本の学校よりも1ヶ月以上夏休みが長いようです。夏休みの宿
題もほぼないようで、ほとんどの人がバイトをするみたいです。スウェーデンの学校は新しい学年が8月から始まるため、夏休みという
より、次の学年のための準備期間のようなものらしいです。私は3年生と一緒に授業を受けていたので、彼らと一緒に卒業式に参加す
ることができました。多くの学生が就職するらしく、最後の学生生活をとても楽しんでいました。スウェーデンの卒業式はパーティー状態
で、叫んで走って踊っての３コンボです。女子は白い服装、男子はスーツに身を包み、studentenの帽子をかぶります。卒業式は朝の7
時から始まりました。まず皆で朝ごはんを食べ、街を叫びながら歩き学校に向かいます。学校でお話を聞いたりダンスをしたりした後
に、ランチを食べ、Fikaをします。そして午後2時頃、全員で学校を飛び出し、走ります。学校の前にはそれぞれの家族が子供の看板を
持って待っています。家族との記念写真を終えたら、今度は街の中心に街全体の学校から卒業生が集まり皆で騒ぎます。その後学校ご
とのトラックに乗り、叫び踊ります。これがstudentenの一連の流れでした。本当に楽しい卒業式でした。友達も来てくれたので凄く嬉し
かったです。
3.ホストファミリーとの関係　　評価 (5)
　ホストファミリーとは沢山のパーティーをしたり、お話をして過ごしました。卒業パーティーでは、一家ほとんど全員が集まり、和気あ
いあいと楽しい時間を過ごせました。また、お別れ会もしてもらいました。第一ホストシスターが28日に帰国したので会うことが出来ま
した。とても優しく面白い人で、何より顔が母親に似すぎて双子のようでした。第二ホストファミリーとも食事をしました。友達もお世話
になったので、二人でプレゼントも用意しました。喜んでくれたので良かったです。第三ホストファミリーは最後の夜にお寿司を買って
きてくれました。スウェーデン最後の夜にお寿司は面白いなと少し思いましたが、凄く楽しい晩餐だったので良かったと思います。ホス
トファザーがワサビを噴き出していたのが凄く印象に残っています。ロータリーと何も関わりがないのにも関わらず、私を家族として受
け入れてくれたことにとても感謝しています。とても素敵な人達でした。
4.ホストロータリークラブとの関係　　例会出席回数   １ 回／月
　最後のロータリーの例会では、たまたまティム君と同じ学校の人が来て、歌を発表していました。とても上手で、学生とは思えないほ
どのクオリティーでした。おかげで例会は大盛り上がりでした。凄く楽しかったです。帰国2日前に友達とお世話になったカウンセラー
のアンと地区のトミーにありがとうの気持ちを込めて、ディナーに行きました。第一ホストシスターと他の地区の友達も来てくれました。
同じ地区の皆で3人の集合写真と手紙をプレゼントしました。とても喜んでくれて嬉しかったです。

幹事報告　大竹純幹事

出席委員 ニコニコ委員
石黒淳明委員
出沖幸雄委員

岡村睦美委員
小見山祐紀委員

内田秀樹委員、香穂副委員長

永井牧委員長、佐藤龍委員

卓話：新会員卓話　渡部嘉夫会員・境亮一会員

卓話：NPO法人グリーンサポート運動推進協議会　瀧 様

※14日の振替になります。
　21日は休会です。

◎11月17日　地区大会　
　場　所／ レイボックホール
      開　会／11：00 集合 13：00開会
　　　　　

国際ロータリー第2770地区　
第11グループ
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例会予定

◎11月28日　定例会　
　場　所／ メディアセブン
      開　会／12：30 ～

卓話：対人コミュニケーション
　　　　　　　　サポート協会
　　  菊池 美代子様

今週の当番
SAA

出席委員

ニコニコ委員

青木徹委員

平林勇二会員･石井良輔委員

柳和宏委員長･出沖幸雄会員
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川口市産品フェアが10月27～29日にオートレース場にて開催され、
第11グループ合同で出展しました。川口RCは29日12：00～14：00に、
ウクライナ支援とポリオ撲滅の募金活動をしました。
また子ども向けに職業紹介も行いました。

●2024-2025 年度　第 2 回ガバナー補佐･部門委員長 合同スタッフ会議

●アート＆グルメ同好会

●ゴルフ部コンペ

●ランニング同好会


